
















開されているが、検証が開始された 2003 年 7月 1日から 2011 年 3月 31 日までの期間に
おける児童虐待による死亡（心中を除く 437 人）のうち、0歳児は 44.2％、0歳 0ヶ月は全


























対象に実施した調査では（回収率 94.6％）、2007 年度～2009 年度に発生した遺棄・置き去




































去りにされた子どもの事由についてみると、全国児童相談所調査で 2006～2009 年度 3年









































ID インタビュー インタビュー時 妊娠判明時期 直近の職業、 子の父時年齢 妊娠週数（または産後） 収入源
01 23 妊娠17週 妊娠2ヶ月 販売員、内職等。 交際男性（妊娠判明後に別離）妊娠時、「風俗」
02 18 産後1ヶ月 22週0日 高校3年生 交際男性（妊娠判明後別離）
03 14 妊娠10ヶ月 22週 中学2年生 交際男性（中学3年生）
04 20 産後2日目 5ヶ月ごろ 店員 元交際男性（妊娠判明時別の交際男性あり）
05 25 産後約1週間 6ヶ月 派遣社員 交際男性（アルバイト）
06 25 妊娠7ヶ月 5週 社員 交際男性（妊娠判明後別離）
07 22 産後数日 25週 社員 元交際男性
08 28 産後1年半 2ヶ月 社員 同棲中の交際男性ではない男性
09 22 妊娠37週 6週 アルバイト 交際男性（無職）
10 18 妊娠9ヶ月 8ヶ月 「援助交際」 元交際男性（判明時別の交際男性あり）
11 23 産後数日 6～7ヶ月 資格勉強中 交際男性
12 20 妊娠9ヶ月 10～12週 求職中 交際男性（求職中）
13 23 妊娠38週 7ヶ月 「風俗、水商売」 不明（客）
14 19 妊娠33週 22週0日 専門学校生 元交際男性
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